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あいさつ

第２期高知県地域福祉活動支援計画の策定にあたって

昨年の５月から、新型コロナウイルスの感染症法上の扱いが、２類から５類へと移行した
ことによる行動制限の大幅緩和などもあり、経済活動の方は、地政学的なリスクは残るものの、
概ね正常化に向かっております。その一方で、私どもの地域福祉を取り巻く環境は、急速に
進展する少子高齢化や人口の減少といった構造的な問題に今回のコロナ禍の影響なども重な
り、なお一層の厳しい状況が想定されますし、生成ＡＩ（人工知能）の普及や利活用などに
伴う情報通信社会の急速な進展などとも相まって、今後の社会経済情勢の更なる大きな変革
も予見されるところです。
この様に、時代の変化のスピードや不確実性が益々増大し、将来の見通しも立ちにくい社

会状況の中で、私たち一人ひとりが生活の満足度や幸せを感じられる地域づくりを目指して
いくためには、自助や公助の力だけでは足りず、人と人とのつながりや支え合いの絆を地域
自らが生み出し、定着・機能させていく共助・互助の仕組みづくりが欠かせません。
折しも、新年早々には、令和６年能登半島地震が発生し、ニュースの映像に映し出される

災害現場を目の当たりにし、外からの救援・救助活動の困難さと併せて、今後必ず発生する
南海トラフ地震と言った大規模災害の発生などにも備え、常日頃から、身近な地域社会にお
いて持続可能な地域づくりに取り組むことの大切さを、改めて重く受け止めたところです。
こうした中、第２期を迎えます高知県地域福祉活動支援計画の改定にあたりましては、第

１期計画の推進期間中に積み上げてきた取組の成果と課題事項などをベースに、本会として
優先的かつ主体的に取り組む必要のある重要なテーマを、５つの取組の柱として再編・整理
のうえ、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う今後の社会経済情勢の変化等も見据えた計
画として、策定をいたしております。
今後、新たな計画を推進し、着実な成果へと繫げていくためには、これまでにも増して地

域の関係機関や団体などがしっかりと連携・協働し、支援を必要とされている方々に、求め
られる支援が的確に届けられるネットワークづくりが、何よりも重要になってまいります。
このため、本会といたしましても、行政をはじめ、市町村の社会福祉協議会や民生委員・

児童委員の皆様は勿論のこと、社会福祉法人やＮＰＯなどと言った多様な民間団体などとの
連携・協働をこれまで以上に強化を図るなど、本計画の目標にも掲げております持続可能な
地域づくりに向け、精一杯のチャレンジを続けてまいりたいと考えておりますので、皆様の
ご支援、ご協力をどうかよろしくお願い申し上げます。
最後に、本計画の策定に当たり、中心的な役割を担っていただいた高知県地域福祉活動支

援計画推進委員会の委員の皆様をはじめ、関係者の皆様から大変貴重なご意見・ご提案など
を多数いただいきました。この場をお借りし、改めて心からの感謝を申し上げます。

　２０２４（令和６）年３月

社会福祉法人高知県社会福祉協議会

� 会 長　井　奥　和　男
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